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令和３年度第４回公民館運営審議会は、新型コロナウイルス感染症防止対策

として、対面方式の会議を開催せず、書面のやりとりを通して意見と回答を交

換して議事録を作成する一連の流れを１回の会議として行った。 

 以下、この方法による会議を書面会議という。 

 

１ 第４回会議の流れ 

  書面会議開催日     令和４年３月11日（金） 

  委員からの意見提出期限 令和４年３月18日（金） 

  議事録承認       令和４年４月18日（月） 

 

２ 出席者 

  （委 員） 

勝田委員長、田中副委員長、柊委員、岡本委員、大川委員、谷口委員、

渡邉委員、梅本委員、阿部委員、松浦委員、林委員、永田委員 

 

３ 議  事 

  下記議題について、書面会議として資料に基づき委員から提出された意

見・質問に対して回答を行った。その内容は別添のとおり。 

 

１ 報告事項 

令和３年度 公民館主催事業（10月～12月）の実施統計 

２ 審議事項 

  「浦安市公民館運営方針」について 

令和４年度 公民館主催事業開催計画（４月～６月） 

令和４年度 公民館運営審議会年間開催計画 

 

 



　　２）令和４年度公民館主催事業開催計画（４月～６月）

　　３）令和４年度公民館運営審議会年間開催計画（案）

令和３年度第４回浦安市公民館運営審議会

意見・質問及び回答一覧

（１）報告事項

　　１）公民館主催事業（10月～12月）開催計画について

（２）審議事項

　　１）「浦安市公民館運営方針」について



ご質問・ご提案・ご感想 回　答

1

・コロナ禍であるものの、多くの人が参加して何よりです。
背景に人と人とのふれあいを求めているのだと感じました。
・コロナ禍にもかかわらず多くの方が参加されたようでよ
かったと思います。
・様々な年代に向けていろいろな事業をしている印象があり
ました。

開催可能となった事業については、新型コロナウイルス感染
症の状況により参加者数が左右されました。

2

・美浜公民館1.　多世代交流サロンは興味深い。定員数め
いっぱいの参加があり盛況の様子が伝わる。今回抽選に漏れ
た人がいたのなら次回は優先的に参加できる仕組があるの
か、知りたい。

＜美浜公民館＞
令和３年度は、定員以内の申し込みのため抽選には至りませ
んでした。事業計画の際に抽選方法等については、検討して
いく予定です。

3

・当代島公民館8.　1度目と4度目に参加した。子育て関連の
ボランティアなど、家族以外の大人が子どもとゆっくり話し
合える機会が失われている。子どもの発表や意見を聞いた
り、交流できたりするこういう事業は嬉しくありがたい。

＜当代島公民館＞
今後も、このような交流事業を実施して行く予定です。

4

・どこの公民館も「おたっしゃ体操」「うたごえサロン」等
の参加者は定員に近いが、他の事業は残念ながら参加者が少
なかったようですね。コロナ禍という状況が影響した感が強
いとおもいますが。

「おたっしゃ体操」「うたごえサロン」等は、毎回楽しみに
されている方が応募されるため、他に比べて参加者が多く
なっています。

5

・中央公民館主催による「骨粗しょう症予防セミナー」に参
加（婦人の会からも多数）し、計測もあり予防方法を講師の
言葉から聞くことができる事は書面から読むより頭に残りま
す。この事業はよかったです。あとは、もう少し宣伝方法を
考えたらと思います。

＜中央公民館＞
当該事業については、応募受付期間中に参加者数が伸びな
かったため、急遽、婦人の会連合会、ベイシニア浦安、高齢
者福祉課等にチラシ等を配布し、参加者を募ったところで
す。
今後もより多くの人に参加いただけるよう、周知方法につい
て検討して行く予定です。

6

・10月～12月はコロナ感染が減少傾向にありましたが、乳幼
児親子、高齢者の方々の行動が制限されていたようで、統計
から公民館活動を楽しみにされている方が多くいた一方で、
参加を控えていた様子も見られます。
事業を開催される際には細心の注意が払われ、大変なご苦労
があったと思います。
富岡公民館の事業が少ないことには理由がありますか？

富岡公民館については、10月まで新型コロナウイルスワクチ
ン接種会場となっていたことから、主催事業で使用できる室
場に限りがあったことにより少なくなったものです。

7
・学習コーナーの利用者が多くいましたね。
・各館の学習室の利用が多いことがわかりました。

各公民館、学習室（コーナー）の形態は様々ですが、学生や
社会人など多くの方が利用しています。特に、定期試験の時
期は利用者が多い状況が見受けられています。

8

・コロナ禍の生活の中で、さまざまな工夫をされ事業が行わ
れているのを感じました。
その中で、世代別の主催事業だけではなく、主催事業５，
６，７のような誰でも参加できる事業が増え、公民館の利用
につながることを希望します。

コロナ禍においては、感染症予防のため定員や参加者同士の
距離などの制限を行いました。見送った事業もあり、今後状
況をみて実施していきたいと考えています。

9

・各公民館が主催している子育てミーティング（家庭教育学
級）への参加者が多いことから大変需要があることがわかり
ました。コロナ禍で情報収集など難しく孤立してしまいがち
な保護者のためにも積極的に進めてほしいと思います。ま
た、土・日開催ですと、働いている方、父親の参加なども期
待できて、また、新しい意見が聞けそうだと思います。。

子育てミーティングは、参加者が学習計画や開催日について
協議のうえ決定しています。

10

・「子育てミーティング」は工夫して実施された。高洲の
「アドラー心理学」、当代島の「危機管理課の講師やトラン
スジェンダー講師」、複数の館での「性教育」など、保護者
と職員さんで話し合われたのだと思う。今の保護者がどんな
事を学びたいのかを知ることができ興味深かった。
参加者が多くはない点で努力が必要と思うが、５回から７回
も保護者と職員さんが会って共に子育て環境を良くしようと
意見をかわすこと自体に価値を感じる。職員さんはこの市民
の生の声を「子育て支援企画」に生かしてほしい。

子育てミーティングでは、学習の振り返りやアンケート調査
を行い参加者の意見聴取に取り組んでいます。
今後も意見聴取を行い、事業の企画に生かしていく予定で
す。

(１)報告事項　　1)公民館主催事業（10月～12月）実施統計について
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・中央公民館の「19.ベビーダンス講座」は満足感が高かった
ようでうれしい。産休・育休期の若い世代は、慣れない育児
に孤独になりがちなので、仲間と一緒に子育て時代を楽しめ
る、こんな講座が増えてほしい。

＜中央公民館＞
当該事業については、コロナ禍における開催ということもあ
り、少人数での開催となりました。
これからも同じような悩みを抱えた方が参加し、相互の悩み
の解消に繋がるような支援事業を計画していきたいと考えて
います。

12

・コロナ禍においても多くの講座で参加者がたくさん集ま
り、特に高齢者に対する講座は人気があって高齢者の交流に
大きく役立っていることが非常に良いと思う。若者向けの講
座は参加者が少ないかもしれないが、4月から成人が18歳から
になることもあり、若者向けのお金の使い方、消費者契約な
どの講座があってもよいかもしれない。

今後とも青少年、成人、高齢者など幅広い年齢層を対象に、
様々な講座を企画し行っていく予定です。

13
・また、日の出公民館のひのでイングリッシュラボは、アク
ティビティを含む活動がある割には定員が5人と少ないように
思う。

＜日の出公民館＞
ひのでイングリッシュラボでは、目的の一つとして、参加者
一人ひとりの英語学習に対する疑問や悩みを講師・参加者・
公民館職員で共有できるような「相談・交流の場」としての
役割を目指しています。参加者が自由に発言できる雰囲気づ
くりや、講師が学習の悩みを丁寧に引き出すことができるよ
う、現在は定員設定を少人数にしています。



ご質問・ご提案・ご感想 回　答

1
・来年度、小･中学校でそれぞれ夏休み期間が異なります
ので、小中学生を対象とした事業計画の際にはご配慮をお
願いいたします。

より多くの幼児・児童・生徒が参加できるよう、令和４年度
の夏休み期間を有効に活用できる事業を計画し実施します。

2
・平成30年度〜令和元年度版にあった「はじめに」を削除
し「基本方針」を「運営方針」におきかえた形でしょう
か。このような形にされた理由を教えて下さい。

「はじめに」については、策定の経緯や各年度の時代背景及
び現状課題等を説明した導入部分であるため、昨年度に割愛
しております。また、公民館は基本の計画となる「生涯学習
計画」に基づき運営を行う推進の拠点となる施設で、この計
画実現のために事業運営に取り組む実施機関のため、表現を
「基本方針」から「運営方針」に変更したものです。

3

・コロナ禍で市民の文化生活の質は下がってしまったよう
に感じます。子どもの教育格差も以前より顕著です。これ
らの課題解決に向けた公民館運営に期待しています。
平成30年度〜令和元年度版の「はじめに」「基本方針」
「一年ごとの重点課題」では具体的なイメージが描かれ
「公民館のあり方」も明確で、いま現在の課題解決にも期
待がもてる印象なのですが、今回の案ではそこまで踏み込
んでいないように感じられ、個人的に残念でした。
「修正趣旨」「修正内容」にある「性別等の表現、考え方
を限定せず、多様な性と捉える」ということは理解できま
す。将来的には、そういう世の中であって欲しいと考えま
す。ただ現状では、学校で学ぶ機会のある若い世代ほど
「多様な性」を理解していない、情報が少ない大人が大多
数という印象です。世間的に「性の多様性」について認知
されてから段階的に表現を改めるならよいと思うのです
が、いきなりすべてを置き換えることで、理解を深める
チャンスを奪ったり、対象者が参加しにくくなったり、
ジェンダー平等についての意識を後退させることにならな
いでしょうか。

本市では、今までも多様な性についての考え方が示されてい
ましたが、このたび、「第３次うらやす男女共同参画プラ
ン」にて「性別等」の表現や考え方が示されたことに伴い、
幅広くとらえるため「父親」「男性」「女性」などの性別に
関する表記を見直し、特定しない表現としたものです。今後
も主催事業においては、これらについての問題意識を持った
事業を行っていく考えです。

4

・「主催事業の基本体系」はシンプルになりわかりやすく
よいと思います。
・各年代いろいろな分野からの視点で考えられていてよい
と思います。
・「父親・男性・女性など性別等及び若年層・中高年層な
どの限定的な表現を多様な性として修正・削除」を評価し
ます。
・理解し、承知いたしました。
・賛成です。

より幅広い事業が行えることを目的として、館長会議におい
て幾度も協議を行い、全公民館で検討し修正を行いました。
令和４年度については、この方針に基づいた運営を行ってい
く考えです。

5
・いつ状況が変わるかわからないコロナ禍で、一年を通し
ての運営方針を計画どおり実行できることは不可能でしょ
う。早く正常に戻り事業ができ進むことを望みます。

コロナ禍により、実施できる事業に限りがありますが、今後
も状況を見て様々な主催事業を行っていく予定です。

6

・グループとサークルの違いはありますか？（名称の統
一？）
サークルというのは公民館に登録しているグループをいい
ますか？

「グループ」や「サークル」という表現を、「サークル」に
統一したものです。

7

・「第３次うらやす男女共同参画プラン」に基づいて、男
女を区別せず「多様な性」ととらえる考えは、総論として
賛成。ただ、現在、コロナの影響で想定外な時代の変化が
起きているので、注意が必要と思う。例えば、在宅ワーク
化が急速に進み、家庭で子どもを見ながら仕事をしている
若い世代では、男性の育児や家庭を運営する能力に数年前
よりも格段に高いものが求められているが、学校や家庭教
育は追いついていない。公民館講座で補える分野と思う。
もう一つ、定年退職後に地域貢献を模索する人の数は今の
時点では圧倒的に男性が多数。この層もコロナによって地
域の人と新しく出会う機会が減ったまま高齢化している
が、ここも公民館講座で補ってほしい。以上の２点をかん
がみ「父親」「母親」「男性」「女性」で区別しないとし
ても、男性の参加を意識した講座の企画は今も必要とされ
ていると思う。

本市において「第３次うらやす男女共同参画プラン」を定め
「性別等」の表現や考え方が示されました。「父親」「男
性」「女性」などの性別に関する表記を見直したものであ
り、幅広く問題意識を持った事業運営を行っていく考えで
す。

(２)審議事項　　１)「浦安市公民館運営方針」について
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・審議事項の【主な修正内容】に「「主催事業の基本体
系」における「父親」「男性」「女性」などの性別等及び
若年層・中高年層などの限定的な表現を多様な性として修
正・削除。」と記載があるが、若年層・中高年層は「性」
ではないのでは？

今後、性別や年齢にこだわらず幅広い事業を行っていくため
に、「性別」に関する表現だけでなく、「若年層・中高年
層」のような限定的表現を削除するものです。

9

・性別に基づいた固定観念的な役割を見直すことが始まり
つつある時代になり、これらの表現の仕方に留意すること
は、性別にかかわらず子育てなどの事業に参加するハード
ルが下がることにつながると思うので、とても良いことだ
と思う。

性別や男女の役割にとらわれない事業を実施していく予定で
す。



ご質問・ご提案・ご感想 回　答

1

・県民の日のイベント、とても魅力的ですね。
・県民の日はそれぞれの公民館の特色あるイベントが目白
押しで実施報告が楽しみ。中央公民館「キッズサイエン
ス」、美浜公民館「マリンバデュエット参加型コンサー
ト」はとくに興味深い。
・気候の良い季節に合わせて外に出る事業がいいと思いま
した。県民の日のイベントが楽しそうです。
・各館の県民の日の活動が楽しみです。コロナが収束して
少しでも開催できる講座が増えることを期待いたします。
・「県民の日の企画」に注目した。コロナで子どもたちの
楽しみが減っている中、各館ともに工夫して個性的でうれ
しい。堀江の№1・2は図書館や多くの人の協力で「マジッ
クショー」も加わり喜ばれると思う。富岡の№６「囲碁入
門」は子どもたちの新しい趣味になるかもしれない。美浜
の「親子でグランドゴルフ」は外で安心感がある。当代島
№４「ユーチューバーと」は楽しみながらＳＮＳの注意点
も学べると思う。

各公民館において、県民の日に工夫を凝らしたイベントを実
施します。

2

・高齢者対象の「いきいきサロン」ですが、堀江公民館は
堀江・富士見地区、美浜公民館は美浜地区、日の出公民館
は日の出・明海地区に限定されているが、私（入船）が参
加したいと思ったときはどのようにすればよいのでしょう
か？

＜堀江公民館＞＜美浜公民館＞＜日の出公民館＞
地域の福祉課題に取り組んでいる支部社会福祉協議会にご協
力いただき、その地区の課題等を考えながら、住み慣れた地
域で安心して暮らしていけるよう、その地域にあったサロン
を行っているため、地域を限定して募集しております。今
後、地域外の方が参加を希望された場合、どうするか支部社
会福祉協議会と協議したいと思います。

3
・市民から要望のある事業が多く企画されることを希望し
ます。

委員の皆様からのご意見や、講座終了後のアンケート結果な
どを参考に市民の要望に沿った事業を展開していく予定で
す。

4

・「おもちゃドクター」についてお伺いします。長いこと
続けられていますが、修理に来られる方は大人が多いので
すか、子どもが多いのですか。時間内で修理できるのです
か。

＜日の出公民館＞＜中央公民館＞
おもちゃの病院浦安にて修理を行う玩具は主に幼児向けのも
のが多く、修理に来られる方は、親子で来られる方が多いで
す。
また、修理の内容によっては、その場で修理しますが、修理
の度合いによってはお預かりして、後日お渡しとなる場合も
あります。

5

・公民館の特色、地域性を見込み、１～７の基本方針や重
点課題・重点事業に沿った企画がされていると思います。
実施統計からも単発ではなく、複数回やある程度の期間が
あると、参加者同士の交流が生まれていると感じます。継
続していく事業も良いと思います。
魅力的な事業が企画されていますが、開催の周知の方法は
どのようになっているでしょうか？開催を知らない方がい
るのは大変残念です。多くの方に参加してもらいたいと思
います。
なかなか状況は好転しませんが、市民の学び、交流の場と
して事業開催を引き続きお願いします。

多様な学習方法を導入し、人と人との関係を結ぶことは、公
民館の目指すところですが、長期にわたって室場を確保して
しまうなど、サークル活動とのバランスを考慮しながら企画
しています。
また、事業の周知については、年２回発行の「公民館情報紙
ルネサンス」や年４回発行の「事業のお知らせ」を各公民館
に配架するとともに、「まなびねっとURAYASU」や
「Twitter」を通して周知しています。

6
・各公民館が趣向を凝らし計画されている主催事業を楽し
みにしています。地域づくりの拠点となる公民館事業を期
待します。

今後も各公民館が多種多様な事業を計画し実施していく予定
です。

7

・日の出の№８「イングリッシュラボ」は現代的課題への
取り組みで、英語に親しむことを窓口に国際理解につなげ
ようとしている。学校教育で長く英語を学んでいても、使
う機会が少なく国際理解まで進展しにくい事は誰もが感じ
ている。公民館の講座で少しでもそのギャップをうめられ
たら素晴らしいと思う。

ひのでイングリッシュラボの目的のひとつとして「英語を教
科として捉えるのではなく、コミュニケーションツールとし
ての英語に親しむ機会を提供する」というものがあります。
第二言語（英語）への親しみを持つことで、今まで出会うこ
とのなかった新たな文化・価値観に触れることができ、後の
異文化背景や国際理解に繋がるということを、公民館職員や
講師共々常に意識し、事業計画や運営を進めております。引
き続き、効果的な事業を目指して実施する予定です。

8

・中央公民館No.1　講師名誤記載　松本　陽→松本　揚
　富岡公民館No.7　開催趣旨に「特に外出がおっくうに
なってしまう男性の熟年世代の外出のきっかけと交流の場
とする。」との記載があるが、これを読んだ女性や熟年世
代でない人は、囲碁や将棋に興味があっても参加しようと
思わないだろう。（１）の運営方針の限定的な表現を修正
することに対しても矛盾があるのではないか。

講師名の誤記につきましては、修正しました。
委員ご指摘のとおりです。本事業は、従来より主に男性の熟
年世代の外出や交流のきっかけづくりをねらいとしている事
業ではありますが、募集にあたりましては限定するものでは
ありません。

(２)審議事項　　２)令和４年度公民館主催事業開催計画（４月～６月）



ご意見 回　答

1 意見なし

(２)審議事項　　３)令和４年度公民館運営審議会年間開催計画（案）


